
　
○
文
教
委
員
会

内
閣
提
出
法
律
案
（
四
件
）

番
　
号

件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

提
出

提
　
出

月
　
日

本
院
に
受
領

又
は
（
衆
）
へ

送
付
月
日

参
　
　
　
議
　
　
　
院

衆
　
　
　
議
　
　
　
院

備
　
　
考

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

12

国
立
学
校
設
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案

五
九
、
二
、
二
一　 　

　
　
　
五
九
、
四
、
五

受
　
　
　
領

五
九
、
二
、
二
一

　
　
（
予
）

　
五
九
、
四
、
七

可
　
　
決

五
九
、
四
、
一
〇

可
　
　
決

五
九
、
二
、
二
一

五
九
、
四
、
四

可
　
　
決

　
五
九
、
四
、
五

可
　
　
決

　
　
五
九
、
三
、
二
八

衆
へ
内
閣
修

正
要
求

　
　
　
　
三
、
二
九

衆
　
承
　
諾

25

日
本
育
英
会
法
案

二
、
二
五

　
　
　
　
七
、
六

受
　
　
　
領

七
、
六

（
予
）
　
　
　
七
、
二
六

可
　
　
決

　
　
　
八
、
一

可
　
　
決

四
、
一
三

　
　
　
七
、
四

修
　
　
正

　
　
　
七
、
六

修
　
　
正

　
　
　
　
七
、
六

本
会
議
で
趣

旨
説
明
聴
取

59

昭
和
四
十
四
年
度
以
後
に
お
け
る
私
立
学
校

教
職
員
共
済
組
合
か
ら
の
年
金
の
額
の
改
定

に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案

三
、
二
九

　
　
　
　
四
、
二
七

受
　
　
　
領

三
、
二
九

（
予
）

　
　
五
、
一
〇

可
　
　
決

可　
　

決 五
、
一
一
　

　
　

三
、
二
九

　
　
　
四
、
二
五

可
　
　
決

　
　
　
四
、
二
七

可
　
　
決

62

著
作
権
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

三
、
三
〇

　
　
　
　
五
、
八

受
　
　
　
領

四
、
二
七

（
予
）

　
　
五
、
一
七

可
　
　
決

　
　
　
五
、
一
八

可
　
　
決

四
、
三

　
　
　
四
、
二
七

可
　
　
決

　
　
五
、
八

可
　
　
決



本
院
議
員
提
出
法
律
案
（
二
件
）

番
　
号

件
　
　
　
　
　
　
　
　
名

提
　
出
　
者

（
月
　
　
　
日
）

予
備
送

付
月
日

衆
　
へ
　
提

出
月
日

参
　
　
　
議
　
　
　
院

衆
　
　
　
議
　
　
　
　
院

備
　
　
考

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

11

学
校
教
育
法
及
び
教
育
職
員
免
許
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

久
保
亘
君

外
　
二
　
名

　
（
五
九
、
五
、
一
一
）

五
九
、
五
、
一
六

五
九
、
五
、
一
一

継
　
続
　
審
　
査

五
九
、
五
、
一
六

　
　
（
予
）

16

女
子
教
職
員
の
出
産
に
際
し
て
の
補

助
教
職
員
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

粕
谷
照
美
君

外
　
　
一
　
　
名

　
　
　
（
七
、
六
）

七
、
一
〇

七
、
六
継
　
続
　
審
　
査

七
、
一
〇

（
予
）

衆
議
院
議
員
提
出
法
律
案
（
六
件
）

番
　
号

件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

提
　
出
　
者

（
月
　
　
　
日
）

予
備
送

付
月
日

本
院
へ

提
出
月
日

参
　
　
　
議
　
　
　
院

衆
　
　
　
　
議
　
　
　
院

備
　
　
考

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

６

学
校
教
育
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
案

佐
藤
誼
君

外
　
　
二
　
　
名

　
（
五
九
、
三
、
二
九
）

五
九
、
四
、
四

五
九
、
四
、
四

　
　
（
予
）

五
九
、
四
、
四

未
　
　
　
　
　
　
　
了

７

公
立
幼
稚
園
の
学
級
編
成
及
び
教
職

員
定
数
の
標
準
に
関
す
る
法
律
案

中
西
績
介
君

外
　
二
　
名

　
　
　
（
三
、
二
九
）

四
、
四

四
、
四

（
予
）

四
、
四
未
　
　
　
　
　
　
　
了

８

公
立
の
障
害
児
教
育
諸
学
校
の
学
級

編
制
及
び
教
職
員
定
数
の
標
準
等
に

関
す
る
法
律
案

馬
場
昇
君

外
　
二
　
名

　
　
　
（
三
、
二
九
）

四
、
四

四
、
四

（
予
）

四
、
四
未
　
　
　
　
　
　
　
了

９

学
校
教
育
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
案

中
西
績
介
君

外
　
二
　
　
名

　
　
　
（
三
、
二
九
）

四
、
四

四
、
四

（
予
）

四
、
四　

未
　
　
　
　
　
　
　
了



3
4

児
童
生
徒
急
増
地
域
に
係
る
公
立
の

小
学
校
、
中
学
校
及
び
高
等
学
校
の

施
設
の
整
備
に
関
す
る
特
別
措
置
法

案

木
島
喜
兵
衞
君

外
　
　
二
　
　
名
　
　
　
五
、
一
八

　
　
　
（
五
、
一
一
）

五
、
一
八

（
予
）

五
、
一
八
　
　

未
　
　
　
　
　
　
　
了

　
3
5

義
務
教
育
諸
学
校
施
設
費
国
庫
負
担

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

木
島
喜
兵
衞
君

外
　
二
　
名

　
　
　
　
（
五
、
一
一
）

五
、
一
八

五
、
一
八

（
予
）

五
、
一
八
　
　

未
　
　
　
　
　
　
　
　
了

国
立
学
校
設
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
一
二
号
）
（
衆

議
院
送
付
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　

五
九
、
　
二
、
二
一
　
内
閣
提
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
、
二
八
　
衆
へ
内
閣
修
正
要
求

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
、
二
九
　
衆
承
諾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
、
　
五
　
衆
可
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
、
一
〇
　
参
可
決

要
旨

　
　
本
案
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
一
、
次
の
大
学
に
大
学
院
を
設
置
す
る
こ
と
。

　
　
北
見
工
業
大
学
、
図
書
館
情
報
大
学
、
高
知
医
科
大
学
、
佐
賀

　
医
科
大
学
及
び
大
分
医
科
大
学

二
、
長
崎
大
学
に
医
療
技
術
短
期
大
学
部
を
併
設
す
る
こ
と
。

三
、
熊
本
大
学
の
体
質
医
学
研
究
所
を
廃
止
す
る
こ
と
。

四
、
国
立
大
学
共
同
利
用
機
関
と
し
て
、
国
立
遺
伝
学
研
究
所
を
設

　
置
す
る
こ
と
（
文
部
省
所
轄
研
究
所
の
改
組
転
換
）
。

五
、
昭
和
四
十
八
年
度
以
後
に
設
置
さ
れ
た
国
立
医
科
大
学
等
に
係

　
る
職
員
の
昭
和
五
十
九
年
度
の
定
員
を
一
万
八
千
八
百
十
二
人
に

　
改
め
る
こ
と
。

　
な
お
、
こ
の
法
律
の
施
行
期
日
を
公
布
の
日
に
改
め
る
等
の
内
閣

修
正
が
行
わ
れ
た
。



委
員
長
報
告

　
　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
文
教
委

　
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
本
法
律
案
は
、
ま
ず
第
一
に
、
北
見
工
業
大
学
、
図
書
館
情
報
大

　
学
、
高
知
医
科
大
学
、
佐
賀
医
科
大
学
及
び
大
分
医
科
大
学
に
そ
れ

　
ぞ
れ
大
学
院
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
長
崎
大
学
に
医
療
技
術
短
期

　
大
学
部
を
併
設
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
第
二
に
、
熊
本
大
学
の
体
質
医
学
研
究
所
を
廃
止
し
て
医
学
部
に

　
統
合
す
る
と
と
も
に
、
文
部
省
の
所
轄
研
究
所
で
あ
る
国
立
遺
伝
学

　
研
究
所
を
改
組
転
換
し
て
国
立
大
学
共
同
利
用
機
関
と
し
て
設
置
す

　
る
ほ
か
、
昭
和
四
十
八
年
度
以
降
に
設
置
さ
れ
た
医
科
大
学
等
の
職

　
員
の
定
員
を
改
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
今
後
の
大
学
院
の
設
置
の
あ
り
方
、

　
研
究
所
に
お
け
る
改
組
転
換
の
手
続
及
び
研
究
所
員
の
処
遇
、
新
高

　
等
教
育
計
画
の
内
容
と
実
施
方
針
、
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
な
ど
大
学

　
の
設
置
形
態
の
多
様
化
、
医
学
部
定
員
削
減
の
是
非
な
ど
医
師
養
成

　
の
見
直
し
、
大
学
に
お
け
る
非
常
勤
職
員
の
採
用
の
あ
り
方
、
共
通

　
一
次
テ
ス
ト
の
改
善
な
ど
の
諸
問
題
に
つ
き
ま
し
て
熱
心
な
質
疑
が

　
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
っ
て
御
承
知
願
い
た

　
い
と
存
じ
ま
す
。

　
　
質
疑
を
終
わ
り
、
討
論
も
な
く
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
全

　
会
一
致
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま

　
し
た
。

　
　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
育
英
会
法
案
（
閣
法
第
二
五
号
）
（
衆
議
院
送
付
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
、
　
二
、
二
五
　
内
閣
提
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
、
一
三
　
衆
本
会
議
趣
旨
説
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
、
　
六
　
参
本
会
議
趣
旨
説
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
、
　
六
　
衆
修
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
、
　
一
　
参
可
決

要
旨

　
　
本
法
律
案
は
、
国
家
及
び
社
会
に
有
為
な
人
材
の
育
成
並
び
に
教

　
育
の
機
会
均
等
を
図
る
観
点
か
ら
、
日
本
育
英
会
に
つ
い
て
、
有
利

　
子
貸
与
制
度
を
創
設
す
る
等
学
資
貸
与
制
度
を
整
備
改
善
す
る
と
と

　
も
に
、
組
織
、
財
務
等
の
全
般
に
わ
た
る
規
定
の
整
備
等
を
図
る
た

　
め
、
現
行
の
日
本
育
英
会
法
の
全
部
を
改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

　
あ
つ
て
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。



一
、
日
本
育
英
会
（
以
下
「
育
英
会
」
と
い
う
。
）
は
、
法
人
と
す

　
る
こ
と
。

二
、
役
員

　
　
育
英
会
に
、
役
員
と
し
て
、
会
長
、
理
事
長
、
理
事
及
び
監
事

　
を
置
く
こ
と
。

三
、
評
議
員
会

　
　
育
英
会
に
、
会
長
の
諮
問
機
関
と
し
て
、
十
五
人
以
内
の
評
議

　
員
で
組
織
す
る
評
議
員
会
を
置
く
こ
と
。

四
、
業
務

　
１
　
育
英
会
は
、
次
の
業
務
を
行
う
こ
と
。

(1)

学
資
の
貸
与

(2)

学
資
の
貸
与
を
受
け
る
学
生
及
び
生
徒
の
補
導

(3)

修
学
上
必
要
な
施
設
の
設
置
及
び
経
営

(4)

右
の
(
1
)
、
(
2
)
及
び
(
3
)
の
業
務
に
附
帯
す
る
業
務

　
２
　
右
に
掲
げ
る
業
務
の
ほ
か
、
文
部
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
、

　
　
目
的
達
成
に
必
要
な
業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

五
、
学
資
の
貸
与

　
１
　
学
資
と
し
て
貸
与
す
る
資
金
（
以
下
「
学
資
金
」
と
い
う
。
）

　
　
は
、
無
利
息
の
学
資
金
（
以
下
「
第
一
種
学
資
金
」
と
い
う
。
）

　
　
及
び
利
息
付
き
の
学
資
金
（
以
下
「
第
二
種
学
資
金
」
と
い
う
。
）

　
　
と
す
る
こ
と
。

　
２
　
第
一
種
学
資
金
は
、
特
に
優
れ
た
学
生
及
び
生
徒
で
あ
つ
て

　
　
経
済
的
理
由
に
よ
り
著
し
く
修
学
に
困
難
が
あ
る
も
の
と
認
定

　
　
さ
れ
た
者
に
対
し
て
貸
与
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

　
３
　
第
二
種
学
資
金
は
、
右
の
２
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
受
け
た

　
　
者
以
外
の
者
の
う
ち
、
優
れ
た
学
生
及
び
生
徒
で
あ
つ
て
経
済

　
　
的
理
由
に
よ
り
修
学
に
困
難
が
あ
る
も
の
と
認
定
さ
れ
た
者
に

　
　
対
し
て
貸
与
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

　
４
　
前
記
２
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
受
け
た
者
の
う
ち
、
第
一
種

　
　
学
資
金
の
貸
与
を
受
け
る
こ
と
に
よ
つ
て
も
、
な
お
そ
の
修
学

　
　
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
定
さ
れ
た
者
に
対
し
て

　
　
は
、
右
の
３
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
一
種
学
資
金
に
併
せ

　
　
て
第
二
種
学
資
金
を
貸
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

六
、
教
育
又
は
研
究
の
職
に
係
る
特
例

　
　
大
学
、
大
学
院
又
は
高
等
専
門
学
校
に
お
い
て
第
一
種
学
資
金

　
の
貸
与
を
受
け
た
者
は
、
修
業
後
政
令
で
定
め
る
年
数
以
上
継
続

　
し
て
学
校
そ
の
他
の
施
設
の
教
育
又
は
研
究
の
職
に
あ
る
こ
と
に

　
よ
り
、
そ
の
全
部
又
は
一
部
の
返
還
の
免
除
を
受
け
る
こ
と
が
で

　
き
る
こ
と
。

七
、
財
務
・
会
計
及
び
監
督
等



　
　
１
　
育
英
会
は
、
文
部
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
、
日
本
育
英
会
債

　
　
　
券
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
ま
た
、
こ
れ
に
伴
つ
て
、

　
　
　
政
府
は
、
育
英
会
の
長
期
借
入
金
又
は
債
券
に
係
る
債
務
に
つ

　
　
　
い
て
保
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

　
　
２
　
政
府
は
、
第
一
種
学
資
金
の
貸
与
業
務
に
要
す
る
資
金
を
無

　
　
　
利
息
で
貸
し
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
第
一
種
学
資

　
　
　
金
の
返
還
免
除
相
当
額
の
償
還
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

　
　
　
と
｡

　
　
３
　
そ
の
他
育
英
会
の
財
務
、
会
計
、
監
督
等
に
つ
い
て
、
一
般

　
　
　
の
特
殊
法
人
の
例
に
な
ら
い
所
要
の
規
定
を
設
け
る
こ
と
。

　
八
、
関
係
法
律
に
つ
い
て
所
要
の
整
備
を
行
う
こ
と
。

　
　
な
お
、
衆
議
院
に
お
い
て
、
本
案
の
施
行
期
日
を
公
布
の
日
に
改

　
め
る
（
学
資
金
の
貸
与
等
に
関
す
る
規
定
は
昭
和
五
十
九
年
四
月
一

　
日
か
ら
適
用
）
等
の
修
正
が
行
わ
れ
た
。

委
員
長
報
告

　
　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
文
教
委

　
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
本
法
律
案
は
、
最
近
に
お
け
る
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
か
ん
が

　
み
、
国
家
社
会
に
有
為
な
人
材
の
有
成
と
教
育
の
機
会
均
等
に
資
す

る
た
め
、
日
本
育
英
会
の
学
資
貸
与
事
業
に
関
し
、
無
利
子
貸
与
制

度
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
有
利
子
貸
与
制
度
を
創
設
す
る

ほ
か
、
日
本
育
英
会
の
組
織
、
財
務
会
計
等
の
全
般
に
わ
た
る
規
定

の
整
備
を
行
う
な
ど
、
日
本
育
英
会
法
の
全
部
を
改
正
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
衆
議
院
に
お
い
て
、
本
法
の
施
行
期
日
を
公
布
の
日
に
改

め
る
と
と
も
に
、
学
資
金
の
貸
与
に
関
す
る
規
定
は
昭
和
五
十
九
年

四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
旨
の
修
正
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
本
法
施
行
に
至
る
ま
で
の
奨
学
生
の

救
済
措
置
の
当
否
と
本
法
案
提
出
の
仕
方
、
奨
学
事
業
の
基
本
理
念

と
育
英
会
の
名
称
の
妥
当
性
、
有
利
子
貸
与
制
度
の
是
非
と
今
後
の

運
営
方
針
、
奨
学
生
選
考
基
準
の
あ
り
方
、
奨
学
生
採
用
率
の
国
公

立
と
私
立
と
の
格
差
の
是
正
、
民
間
や
地
方
公
共
団
体
が
行
う
育
英

奨
学
事
業
の
奨
励
策
、
大
蔵
大
臣
と
の
協
議
を
要
す
る
業
務
等
の
範

囲
の
適
否
な
ど
に
つ
い
て
熱
心
な
質
疑
を
行
う
と
と
も
に
、
参
考
人

の
意
見
を
聴
取
い
た
し
ま
し
た
が
､
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
っ
て

御
承
知
願
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
次
い
で
、
質
疑
を
終
局
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
討
論
に
入
り
ま
し

た
と
こ
ろ
、
日
本
社
会
党
を
代
表
し
て
粕
谷
委
員
よ
り
、
日
本
共
産

党
を
代
表
し
て
吉
川
委
員
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
反
対
の
討
論
が
行
わ
れ



　
ま
し
た
。

　
　
討
論
の
後
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
多
数
を
も
っ
て
原
案
ど

　
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
な
お
、
田
沢
委
員
よ
り
、
無
利
子
貸
与
制
度
を
育
英
奨
学
事
業
の

　
根
幹
と
し
、
そ
の
充
実
改
善
に
努
め
る
と
と
も
に
、
有
利
子
貸
与
制

　
度
は
補
完
措
置
と
し
、
財
政
が
好
転
し
た
場
合
に
は
廃
止
等
を
含

　
め
て
検
討
す
る
こ
と
な
ど
を
内
容
と
す
る
自
由
民
主
党
・
自
由
国
民

　
会
議
、
日
本
社
会
党
、
公
明
党
・
国
民
会
議
、
民
社
党
・
国
民
連
合

　
の
四
党
共
同
提
案
に
よ
る
附
帯
決
議
案
が
提
出
さ
れ
、
多
数
を
も
っ

　
て
委
員
会
の
決
議
と
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
四
十
四
年
度
以
後
に
お
け
る
私
立
学
校
教
職
員
共
済
組
合
か
ら
の

年
金
の
額
の
改
定
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣

法
第
五
九
号
）
（
衆
議
院
送
付
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
、
　
三
、
二
九
　
内
閣
提
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
、
二
七
　
衆
可
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
、
一
一
　
参
可
決

要
旨

　
　
本
法
律
案
は
、
国
公
立
学
校
の
教
職
員
の
年
金
の
額
の
改
定
に

　
準
じ
て
、
私
立
学
校
教
職
員
共
済
組
合
法
の
規
定
に
よ
る
既
裁
定
年

　
金
の
額
の
改
定
等
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
主
な
内

　
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
一
、
既
裁
定
の
退
職
年
金
等
の
額
を
昭
和
五
十
九
年
四
月
分
（
昭
和

　
　
三
十
七
年
一
月
一
日
前
の
期
間
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
昭
和

　
　
五
十
九
年
三
月
分
）
か
ら
約
二
％
引
き
上
げ
る
こ
と
。

　
二
、
旧
私
学
恩
給
財
団
の
年
金
の
額
に
つ
い
て
も
、
前
記
一
に
準
じ

　
　
て
引
き
上
げ
る
こ
と
。

　
三
、
既
裁
定
の
退
職
年
金
、
障
害
年
金
及
び
遺
族
年
金
の
最
低
保
障

　
　
額
を
昭
和
五
十
九
年
三
月
分
か
ら
引
き
上
げ
る
ほ
か
、
遺
族
年
金

　
　
に
つ
い
て
は
同
年
八
月
分
以
後
、
更
に
そ
の
額
を
引
き
上
げ
る
こ
と
。

　
四
、
掛
金
及
び
給
付
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
標
準
給
与
の
上
限
及
び

　
　
下
限
の
月
額
を
、
昭
和
五
十
九
年
四
月
か
ら
引
き
上
げ
る
こ
と
。

委
員
長
報
告

　
　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
文
教
委

　
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。



　
本
法
律
案
は
、
国
公
立
学
校
に
お
け
る
教
職
員
の
年
金
の
額
の
改

定
に
準
じ
て
、
私
立
学
校
教
職
員
共
済
組
合
が
支
給
す
る
年
金
の
額

を
昭
和
五
十
九
年
四
月
分
か
ら
改
定
す
る
と
と
も
に
、
掛
金
等
の
算

定
の
基
礎
と
な
る
標
準
給
与
の
上
限
及
び
下
限
の
額
を
引
き
上
げ
る

な
ど
所
要
の
改
正
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
長
期
・
短
期
経
理
の
状
況
と
今
後
の

見
通
し
、
特
例
適
用
期
間
中
の
国
庫
補
助
減
額
分
の
補
て
ん
予
定
、

年
金
制
度
一
元
化
と
の
関
係
、
運
営
体
制
の
見
直
し
、
宿
泊
・
保
養

施
設
の
整
備
方
針
、
保
健
・
医
療
事
業
の
拡
充
策
等
に
つ
い
て
熱
心

な
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
っ
て
御
承

知
願
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
質
疑
終
局
の
後
、
日
本
社
会
党
を
代
表
し
て
久
保
委
員
よ
り
、
年

金
額
の
改
定
時
期
を
三
月
に
繰
り
上
げ
る
旨
の
修
正
案
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

　
討
論
も
な
く
、
採
決
の
結
果
、
修
正
案
は
賛
成
少
数
を
も
っ
て
否

決
、
次
い
で
原
案
を
賛
成
多
数
を
も
っ
て
可
決
、
よ
っ
て
本
法
律
案

は
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
日
本
私
学
振
興
財
団
及
び
都
道
府
県
か
ら
の
助
成
の
拡
充

等
に
関
す
る
各
派
共
同
提
出
に
係
る
附
帯
決
議
案
を
全
会
一
致
を
も

っ
て
委
員
会
の
決
議
と
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

著
作
権
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
六
二
号
）
（
衆
議
院
送

付
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
、
　
三
、
三
〇
　
内
閣
提
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
、
　
八
　
衆
可
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
、
一
八
　
参
可
決

要
旨

　
　
本
法
律
案
は
、
著
作
物
等
の
レ
ン
タ
ル
業
及
び
コ
ピ
ー
業
の
普
及

　
に
か
ん
が
み
、
著
作
物
等
の
公
正
な
利
用
に
留
意
し
つ
つ
著
作
者
等

　
の
権
利
の
適
正
な
保
護
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
な

　
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
一
、
貸
与
に
関
す
る
著
作
者
等
の
権
利
の
創
設

　
　
１
　
著
作
物
（
映
画
を
除
く
。
）
の
複
製
物
を
公
衆
へ
貸
与
す
る

　
　
　
権
利
を
著
作
者
に
認
め
、
そ
の
許
諾
を
得
な
け
れ
ば
公
衆
へ
貸

　
　
　
与
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
当
分
の
間
、
書
籍

　
　
　
又
は
雑
誌
（
主
と
し
て
楽
譜
で
構
成
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
｡
)

　
　
　
の
貸
与
に
つ
い
て
は
、
著
作
者
の
許
諾
を
要
し
な
い
こ
と
。



２
　
実
演
家
又
は
レ
コ
ー
ド
製
作
者
に
も
商
業
用
レ
コ
ー
ド
を
公

　
衆
へ
貸
与
す
る
権
利
を
認
め
、
政
令
で
定
め
る
期
間
（
発
売
後

　
一
月
以
上
一
二
月
以
内
）
は
実
演
家
、
レ
コ
ー
ド
製
作
者
の
許

　
諾
を
得
な
け
れ
ば
公
衆
へ
貸
与
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
と

　
す
る
と
と
も
に
、
当
該
期
間
経
過
後
も
報
酬
は
支
払
わ
な
け
れ

　
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

３
　
実
演
家
又
は
レ
コ
ー
ド
製
作
者
の
報
酬
請
求
権
は
文
化
庁
長

　
官
が
指
定
す
る
団
体
に
よ
つ
て
の
み
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る

　
こ
と
と
す
る
と
と
も
に
、
許
諾
に
係
る
使
用
料
を
受
け
る
権
利

　
も
当
該
団
体
に
よ
り
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

４
　
報
酬
又
は
使
用
料
の
額
に
関
し
て
前
記
３
の
団
体
と
貸
レ
コ

　
ー
ド
業
者
と
の
間
で
協
議
が
調
わ
な
い
場
合
に
は
、
文
化
庁
長

　
官
の
裁
定
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

５
　
著
作
物
等
（
映
画
を
除
く
。
）
の
複
製
物
を
非
営
利
か
つ
無

　
料
で
貸
与
す
る
場
合
に
は
、
著
作
者
、
実
演
家
又
は
レ
コ
ー
ド

　
製
作
者
の
許
諾
を
要
し
な
い
こ
と
。
な
お
、
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ

　
リ
ー
な
ど
営
利
を
目
的
と
し
な
い
施
設
で
映
画
を
無
料
で
公
衆

　
に
貸
与
す
る
場
合
に
は
、
著
作
者
の
許
諾
は
要
し
な
い
こ
と
と

　
す
る
が
、
相
当
な
額
の
補
償
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

　
こ
と
。

二
、
自
動
複
製
機
器
に
よ
る
複
製
の
制
限

1
　
公
衆
の
利
用
に
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い

　
る
自
動
複
製
機
器
（
当
分
の
間
、
文
献
複
写
機
を
除
く
。
）
を

　
用
い
て
複
製
す
る
場
合
は
、
私
的
使
用
の
た
め
の
複
製
で
あ
つ

　
て
も
著
作
者
等
関
係
権
利
者
の
許
諾
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

　
こ
と
。

　
２
　
自
動
複
製
機
器
を
用
い
て
私
的
使
用
の
た
め
に
複
製
す
る
本

　
　
人
に
つ
い
て
は
罰
則
を
適
用
し
な
い
（
民
事
責
任
は
問
い
う
る
。
）

　
　
こ
と
と
す
る
が
、
営
利
を
目
的
と
し
て
複
製
機
器
を
関
係
権
利

　
　
者
の
権
利
の
侵
害
と
な
る
複
製
に
使
用
さ
せ
た
者
に
つ
い
て
は
、

　
　
罰
則
を
適
用
す
る
こ
と
。

三
、
そ
の
他

１
　
そ
の
他
関
係
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
。

２
　
こ
の
法
律
は
、
昭
和
六
十
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
。

３
　
商
業
用
レ
コ
ー
ド
の
公
衆
へ
の
貸
与
に
関
す
る
著
作
者
等
の

　
権
利
に
関
す
る
暫
定
措
置
法
を
廃
止
し
、
そ
れ
に
伴
う
経
過
措

　
置
を
定
め
る
こ
と
。

委
員
長
報
告

　
　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
文
教
委



員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
法
律
案
は
、
著
作
物
、
実
演
ま
た
は
レ
コ
ー
ド
の
複
製
物
の
貸

与
に
関
し
て
そ
の
著
作
者
、
実
演
家
ま
た
は
レ
コ
ー
ド
製
作
者
の
権

利
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、
私
的
使
用
の
た
め
の
複
製
に
つ
い
て
公

衆
の
使
用
に
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
る
自
動
複

製
機
器
の
使
用
を
制
限
す
る
等
に
よ
り
、
著
作
者
等
の
経
済
的
利
益

を
保
護
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
参
考
人
を
招
致
し
て
意
見
の
聴
取
を

行
っ
た
後
、
許
諾
権
の
性
格
と
円
満
な
利
用
秩
序
の
形
成
、
録
音
・

録
画
機
器
等
へ
の
賦
課
金
制
度
の
導
入
、
文
献
複
写
の
実
態
と
早
急

な
対
策
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
保
護
、
ニ
ュ
ー
メ

デ
ィ
ア
等
の
開
発
に
対
す
る
速
や
か
な
対
応
な
ど
の
諸
問
題
に
つ
い

て
熱
心
な
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
っ

て
御
承
知
願
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
質
疑
を
終
わ
り
、
討
論
も
な
く
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
全

会
一
致
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま

し
た
。

　
な
お
、
田
沢
委
員
よ
り
、
著
作
権
思
想
の
普
及
の
必
要
性
な
ど
五

項
目
か
ら
成
る
附
帯
決
議
案
が
、
自
由
民
主
党
・
自
由
国
民
会
議
、

日
本
社
会
党
、
公
明
党
・
国
民
会
議
、
日
本
共
産
党
、
民
社
党
・
国

民
連
合
の
各
派
共
同
で
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
を
も
っ
て
こ
れ
を
委

員
会
の
決
議
と
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。




